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衆
議
院
議
員
北
神
圭
朗
君
提
出
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
に
伴
う
ト
ン
ネ
ル
残
土
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ト
ン
ネ
ル
・
地
下
駅
残
土
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十
六
年
八
月

二
十
六
日
に
環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
東
海
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
か
ら
国
土
交
通
省
に
送
付
さ
れ
た
「
中
央
新
幹
線
（
東
京
都
・
名
古
屋
市
間
）
環
境
影
響
評
価
書
」
（
以
下
「
環
境

影
響
評
価
書
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
中
央
新
幹
線
東
京
都
・
名
古
屋
市
間
の
工
事
に
伴
う
建
設
発
生
土
の
総
量
は
約
五

千
六
百
八
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

ま
た
、
建
設
発
生
土
の
量
を
都
県
ご
と
に
お
示
し
す
る
と
、
東
京
都
は
六
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
神
奈
川
県
は
千
百
四
十

万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
山
梨
県
は
約
六
百
七
十
六
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
静
岡
県
は
三
百
六
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
長
野
県
は
九

百
七
十
四
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
岐
阜
県
は
千
二
百
八
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
愛
知
県
は
六
百
五
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
大
深
度
ト
ン
ネ
ル
残
土
の
拡
張
効
果
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と

一



は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
発
生
残
土
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
に
つ
い
て
で
お
示
し
し
た
都
県
ご

と
の
建
設
発
生
土
の
量
に
つ
い
て
、
環
境
影
響
評
価
書
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
①
搬
入
先
及
び
②
①
の
搬
入
先
ご

と
の
搬
入
量
を
お
示
し
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
ら
以
外
の
建
設
発
生
土
に
係
る
搬
入
先
及
び
搬
入

量
に
つ
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
書
に
お
い
て
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

神
奈
川
県

①
関
東
車
両
基
地

②
約
三
百
六
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル

山
梨
県

①
発
生
土
置
き
場
（
塩
島
地
区
）

②
最
大
四
・
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル

①
高
下
地
区
造
成
工
事

②
最
大
約
二
百
四
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル

①
早
川
・
芦
安
連
絡
道
路

②
最
大
約
百
六
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル

①
リ
ニ
ア
駅
周
辺
基
盤
整
備

②
最
大
約
四
十
五
万
立
方
メ
ー
ト
ル

二



静
岡
県

①
発
生
土
置
き
場
（
静
岡
市
葵
区
田
代
及
び
同
岩
崎
）

②
三
百
六
十
万
立
方
メ
ー
ト
ル

岐
阜
県

①
中
部
車
両
基
地

②
約
三
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル

四
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
関
係
自
治
体
に
よ
る
環
境
影
響
調
査
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明

ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

現
在
建
設
中
の
整
備
新
幹
線
の
工
事
で
生
じ
る
建
設
発
生
土
に
つ
い
て
は
、
建
設
主
体
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設

・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
、
建
設
発
生
土
に
含
ま
れ
る
ヒ
素
等
の
重
金
属
等
の
含

有
量
等
に
関
す
る
試
験
が
行
わ
れ
、
そ
の
含
有
量
等
に
応
じ
て
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な

る
。整

備
新
幹
線
の
う
ち
、
北
海
道
新
幹
線
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
に
つ
い
て
は
、
建
設
発
生
土
の
表
面
に
覆
土
し
、
か
つ
、

三



建
設
発
生
土
か
ら
雨
水
等
に
よ
り
流
出
す
る
重
金
属
等
を
建
設
発
生
土
の
下
部
の
原
地
盤
に
吸
着
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
、
ま

た
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
・
敦
賀
間
に
つ
い
て
は
、
建
設
発
生
土
の
表
面
に
覆
土
し
、
か
つ
、
建
設
発
生
土
の
下
部
に
粘
性
土

を
敷
設
し
て
建
設
発
生
土
か
ら
雨
水
等
に
よ
り
流
出
す
る
重
金
属
等
を
当
該
粘
性
土
に
吸
着
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
処
理
し
て

い
る
。

七
に
つ
い
て

建
設
主
体
で
あ
る
機
構
は
、
東
北
新
幹
線
八
戸
・
新
青
森
間
の
八
甲
田
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
で
生
じ
た
建
設
発
生
土
の
う

ち
、
対
策
が
必
要
な
約
五
十
四
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
建
設
発
生
土
を
、
二
重
に
し
た
遮
水
シ
ー
ト
で
覆
い
、
封
じ
込
め
る
方

法
に
よ
り
処
理
し
て
い
る
。

四


